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PVF 入門ガイド 

1 はじめに 

1.1 本文書の概要 

 本文書は、Microsoft® Windows上のMicrosoft® Visual Studio® による統合開発

環境(IDE)で使用するPGI Visual Fortran®コンパイラ（以下、「PVF」と言う。）を

導入する際のMicrosoft® Visual Studioの事前準備に関する留意点(特に日本語環

境の作成に関すること)を述べたものです。 

 

1.2 PVF ソフトウェアのプロダクト・ファミリと Visual Studio 

 PGI Visual Fortranのリリース 7.2 以降、以下の二つのPVFプロダクト・ファミ

リを提供します。各製品は、Microsoft Visual Studioの特定のバージョンに統合

できます。PVFのソフトウェア・ライセンスは、お持ちのVisual Studioの環境に

応じて以下の二つの製品のどちらでも利用可能なものとなっております。 

● PGI Visual Fortran 2005(PVF2005) 

本製品は、Microsoft Visual Studio 2005 (VS 2005)の Standard edition（有償）

以上の製品に統合し、使用できます。Microsoft Visual Studio 2005 の express 

edition には統合できません。PVF2005 では、必ず、Visual Studio 2005 Standard 

Edition (日本語版)を予め購入し、ご用意していただく必要があります。 

 

● PGI Visual Fortran 2008(PVF2008) 

本製品は、Microsoft Visual Studio 2008 (VS 2008) shell (Integrated mode：

無償)、あるいは、Microsoft Visual Studio 2008 Standard edition（有償）以

上の製品に統合し、使用できます。Microsoft Visual Studio 2005 の express 

edition には統合できません。 

PVF2008 では、予め有償の Visual Studio 2008 Standard Edition(日本語版)を購

入し、ご用意していただくか、本書で説明する無償の Microsoft Visual Studio 

2008 (VS 2008) shell (Integrated mode)を日本語環境が使用できるように導入

しておく必要があります。 

 

1.3 PVF ソフトウェアの種類 

 PVF ソフトウェアは、使用している Windows の 32 ビットあるいは 64 ビットの種

別、並びに使用する Visual Studio の種別により、インストール時に使用する PVF

ソフトウェアのファイル名が異なっております。対応するソフトウェア・ファイル

を弊社からダウンロードしてください。PGI Visual Fortran 2008 のソフトウェア

には、英語版の Microsoft Visual Studio 2008 shell（再頒布版）が含まれている

ため、ファイルサイズが非常に大きいため、ご留意ください。 

PVFソフトウェアのファイル名称 

 
 32ビット Windows 64-ビット Windows 

PGI Visual Fortran 2008  pgivf-vs2008-xxx.exe pgivfx64- vs2008-xxx.exe 

PGI Visual Fortran 2005  pgivf- vs2005-xxx.exe pgivfx64- vs2005-xxx.exe 
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1.4 Visual Studio の日本語化について 

 PGI 社が提供する、上記 1.3 で述べた PVF ソフトウェアは、全て英語版となって

おりますが、開発のハンドリングを行う統合開発環境自体（Visual Studio の操作

メニュー、メッセージ等）を日本語モードで使用することができれば操作性の大き

な問題はありません。英語版である PVF ソフトウェアは、日本語版の Visual Studio

のソフトウェアに統合することが可能で、開発環境における操作は日本語のモード

で行うことができます。 

統合開発環境 Visual Studio のメニュー表示、メッセージ系を「日本語」環境に

するためには、Visual Studio 2005、Visual Studio 2008 自体を予め日本語環境で

実装しておく必要があります。その一つの方法として、有償にて Visual Studio 

(2005,2008)の Standard Edition（日本語版）を購入し、PVF ソフトウェアをインス

トールする前にシステム実装しておくことです。これにより Visual Studio のイン

ストール時に日本語環境も自動的にインストールされますので、日本語の Visual 

Studio 統合開発環境が構築され、その上で PGI コンパイラを利用できます。 

一方、マイクロソフト社は、Visual Studio 2008 製品体系から言語パッケージを

含まない「無償」の統合開発環境ユーティリティのシェル（外殻）を提供するよう

になりました。PGI Fortran 言語開発環境のみを使用するような場合、有償の Visual 

Studio 2008 の Standard Edition を購入しなくても、Visual Studio 2008 shell（再

頒布版）の日本語統合開発環境を使用して、PGI Fortran 言語を Visual Studio に

アドオンする形態で Fortran 言語開発環境を構築できます。本書では、日本語モー

ドで Visual Studio 2008 shell統合開発環境を構築する方法に関して詳しく述べま

す。 

以上、Visual Studio の日本語使用環境は、以下のように大別されます。 

① Visual Studio (2005,2008)の Standard Edition（日本語版）を購入し、予め実

装しておくことにより、Visual Studio のハンドリングは日本語モードで可能と

なります。Visual Studio 2005 を使用する場合はこの方法しかありません。 

② PVF2008 ソフトウェアを利用する場合は、無償の Visual Studio 2008 shell 統

合開発環境の利用できますが、この場合は、PVF2008 のインストール前に、予め、

日本語の Visual Studio 2008 shell 環境を構築しておく必要があります。 

 

1.5 Visual Studio 2008 の Standard Edition（有償）と Shell(無償)環境の違い 

有償の Visual Studio 2008 の Standard Edition と Visual Studio 2008 shell（無

償、再頒布版）の統合開発環境は、そのメニューや使用時のインタフェースは全く

同じです。したがって、PGI Visual Fortran 言語だけのコンパイル、実行、デバッ

グ等の作業であれば、全く同じ形態で使用できます。 

この二つのソフトウェアの大きな違いは、複数の言語パッケージを使用できるか

できないかの違いです。Standard Edition（有償）は、同じ統合開発環境ウィンド

ウの中で、VC++等の複数の言語をアドオン可能であり、同じ「プロジェクト内」で

複数の言語を同時にハンドリングできます。特に、Fortran と Visual C++の混成プ

ログラムの開発は、Standard Edition 上でなければできません。一方、Visual Studio 

2008 shell は、一つの特定の言語パッケージのみの開発環境を想定していますので、

Fortran 言語の開発のみである場合は、無償の Visual Studio 2008 shell 上で使用

することができます。以上の点を留意して、Visual Studio 2008 ユーティリティの
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使用選択を行って下さい。 

以降の章では、日本語モードで使用できる Visual Studio 環境を構築するための

Microsoft Visual Studio 関連のソフトウェアの導入方法について説明します。 

2 Visual Studio 2005/2008 Standard Edition（有償）を使用する場

合 

この章は、有償の Visual Studio 2005/2008 Standard Edition を用意できる場合

の Visual Studio の構築について述べたものです。Standard Edition 環境がない場

合は、3 章をお読みください。 

 

2.1 Visual Studio の日本語環境と PVF のインストール 

 Visual Studio 2005/2008 の Standard Edition を事前にインストールすることに

よって、自動的に「日本語モード」の Visual Studio の統合開発環境がセットされ

ます。なお、Visual Studio のシステム実装は、PVF ソフトウェアをインストールす

る前に、必ず、行っていただく必要があります。従って、ソフトウェアにインスト

ールする順番は、以下の通りとなります。 

(1) Visual Studio 2005/2008 の Standard Edition をインストール 

(2) PVF 2005/2008 をインストール 

 

2.2 Visual Studio のインストール 

 PGI Visual Fortran 2005 の場合は、これをインストールする前に、Visual Studio 

2005 Standard Edition（日本語版）がシステム上にインストールされていることが

必要です。このソフトウェアがインストールされていない場合、PGI Visual Fortran 

2005 のインストール手続きは、最初のフェーズでエラーメッセージを表示し停止し

ます。 

 PGI Visual Fortran 2008 の場合、予め Visual Studio 2008 Standard Edition

（日本語版）がシステムに実装されていなければ、PVF のインストーラは、英語版

の Visual Studio 2008 Shellをインストールし、さらに PVF ソフトウェアがインス

トールします。この場合、Visual Studio も含め、全て英語版のユーティリティと

なりますのでご注意ください。 

 

Visual Studio 2005/2008 をインストールした 64 ビットの Windows(R) システム

上では、Visual Studio 2005/2008 の 32 ビットモジュールだけではなく、64 ビッ

ト対応のモジュールもインストールされている必要があります。一般に、64 ビット

対応のモジュールは、64 ビットの Windows(R) システムを認識して、インストール

時に自動的にインストールされます。 

 

2.3 Visual Studio のサービスパック 

● Visual Studio 2008 使用の場合 

Visual Studio 2008 サービスパック 1 がリリースされておりますが、これを適用

しなくても PVF2008 は動作します。 
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● Visual Studio 2005 使用の場合 

Microsoft Windows Vista 上の Visual Studio 2005 には、Visual Studio Service 

Pack 1 並びに Service Pack 1 Update for Vista のインストールが必要です。 

その他の Windows では、 Visual Studio Service Pack 1 をインストールしても

しなくても構いません。 

2.3 Visual Studio 2005/2008 Standard Edition の初回起動 

 PVF パッケージをインストールした後、Visual Studio 2005/2008 統合環境上で使

用する際には、「Visual Studio 2005/2008」を起動する必要があります。あるいは、

Windows の「スタート」->「すべてのプログラム(P)」->「PGI Visual Fortran 2005/2008 

」->「PGI Visual Fortran 2005/2008」を選択して起動しても、同様な Visual Studio 

2005/2008 の画面が現れます。 

 Visual Studio 2005/2008 を初めて起動した際、以下のような画面が表示されま

す。Visual Studio の開発作業環境のデフォルトを指定するものですが、これは、「全

般的な開発設定」を選んで Visual Studio の開始を行ってください。 

 

 
 

Visual Studio 2005 Standard Edition の例 
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3 Visual Studio 2008 Shell（無償）を使用する場合 

3.1 Visual Studio 2008 Shell (integrated mode)の日本語環境構築 

 Visual Studio 2008 Shellを日本語モードで使用するためには、マイクロソフト

社のVisual Studio 2008 Shellや.NET Framework等のパッケージ並びに日本語モジ

ュールをPVFのインストールする前に予め実装しておく必要があります。以下のマイ

クロソフト社のパッケージをダウンロードし、以下に示す順番にインストールして

ください。全てのVisual Studio関連のパッケージがインストールされた後に、

PVF2008 のインストールを行います。 

 

(1) Microsoft .NET Framework 3.5  
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=333325FD-AE52-4E35-B531-

508D977D32A6&displaylang=ja

.NET Framework 3.5 完全な再頒布可能パッケージをダウンロードして、インストールする

ことをお勧めします。このインストールは、多少、時間が掛かります。このインスト

ールで過去の.NET Framework 2.0 SP1、3.0SP1 も同時に実装されます。 

 

(2) Microsoft .NET Framework 3.5 日本語 Language Pack 
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=C78987B9-97F4-45

5F-BEE7-F6BFA4AD774E&displaylang=ja

これは、.NET Framework の日本語のパッケージです。Windows32 ビットあるいは 64

ビットに応じて、ファイルが異なります。 

・dotnetfx35langpack_x64ja.exe （64 ビット用） 

・dotnetfx35langpack_x86ja.exe  （32 ビット用） 

 

上記のファイルをインストールして、すでに日本語パックが実装されている旨のメ

ッセージが出た場合は、念のため「修復」項目を選択して実行してください。 

この時点で、「コントロールパネル」 「プログラムの追加と削除」（Vista では、「プ

ログラムと機能」）で、.NET パッケージの実装状態を調べると以下のような状況

（Windows XP の場合）となっています。 
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(3) Microsoft Visual Studio 2008 Shell (integrated mode) 再頒布可能パッケ
ージのインストール 

http://www.microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=40646580-97FA-46

98-B65F-620D4B4B1ED7&displaylang=ja

Visual Studio 2008 Shell (integrated mode) は、Visual Studio 内でツールやプ

ログラミング言語を統合するためのベース環境を提供します。セットアップ用ファ

イルをダウンロードして、実行します。 

 

 

この実行が終了すると、C:\VS 2008 Shell Redist\Integrated Mode 配下（一例）

に「再頒布可能パッケージのバイナリ」がインストールされます。 

次に、C:\VS 2008 Shell Redist\Integrated Mode へ移動し、その中に、vside.jpn.exe

がありますので、これをダブルクリックして、Visual Studio 2008 Shell (integrated 

mode)本体をインストールします。ファイルが展開されると、インストールのための

ウイザードが現れますので、これに従いインストールを続け、終了します。 

この時点で、「コントロールパネル」 「プログラムの追加と削除」でインストール

済みのパッケージを見ると、以下の枠内のパッケージが追加されているはずです。 

 
 

(4) Visual Studio 2008 Service Pack 1 リモート デバッガのインストール 
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=440ec902-3260-4c

dc-b11a-6a9070a2aaab&DisplayLang=ja

 

Windows 32 ビットあるいは 64 ビットに応じて、ファイルが異なります。このファ
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イルをダブルクリックして実行して、インストールしてください。 

・rdbgsetup_x64.exe (64 ビット用) 

・rdbgsetup_x86.exe（32 ビット用） 

この時点で、「コントロールパネル」 「プログラムの追加と削除」でインストール

済みのパッケージを見ると、以下の枠内のパッケージが追加されているはずです。 

 

 

以上の作業で、Visual Studio 2008 shell Integrated mode の日本語環境が構築さ

れます。 

Windows のプログラムメニューには、「Microsoft Visual Studio 2008」という項目

が追加されているはずです。これを選択し実行すると、Visual Studio 2008 shell

の統合開発環境のウィンドウ画面が現れます。 

 

3.2 Visual Studio のサービスパック 

● Visual Studio 2008 

サービスパック 1 がリリースされております。適用してもしなくてもどちらでも

構いませんが、適用することをお勧めします。 

 

3.3 PVF 2008 のインストール 

上記で述べた Visual Studio 2008 shell の日本語環境の実装が終了した後、PVF2008

のインストールを実行してください。この日本語対応の Visual Studio 2008 shell

統合環境の中に PGI Fortran 言語パッケージがアドオンされます。 

 

PVF のインストール中に以下のようなエラーメッセージ（一例）がありますが、こ

れは無視して下さい。問題はありません。 

 

DeleteDir(C:\Program Files\PGI\win64\C\pvf) failed in 

InstallPVF Compilers 

DeleteFile(“C:\Program Files\PGI\win64\8.0-1\pvf\pgivfx64-ct.exe”) 

failed because the specified file was not found. 

   以 上 
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